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潰倒の耐小内境 ifu:利I島三 国一第

潰倒の箆燈石内境批判烏三 岡ニ第



潰倒家民るけ於に 111]"烏三 国三第

ii't倒家民り沼 Plr保 久 町 島 三 間四第



援倒の町保久島三 国五第

横倒の家民線沿線豆駿 聞大第



潰倒の場 大 村 里 中 園七第

潰倒 家 民 る け 於 に 場 大 国八第



泉温 奈古

潰倒の家民泉 j且阿長 岡 十 第



(主ドょのみ階二は るて立〉 産家iie~倒来世間長豆伊 圏一十j;長

(りな宇上の家階ニは φて立)潰倒家民る 1)"於"こ泉温阿長 国二十第
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りなのもしち滋位の其が根底は屋家の側雨宮傾は説家内央中潰倒D屋家111)"根箱 園七十第

浪常山の山入洋側東町線箱闘八 十 第



りなのも しき傾の庫車し下落階コの室合待草到自民士官P1f根粕 闘九十第

潰倒の屋家町根箱 固十二第



t宅氏トツミユシ人制)りなのもしち繕が階ニ1;1;屋家の央中潰倒の屋家町保:箱 周一十二第

浪 i旦の合官ぴ及れ崩 昆の宮 離 IlIffl~ 箱岡二十二返事



j良津山 の 山入洋 Plf 根箱 圏三十二第

居留Iひ蓮喰 の 路道るけ於に Illf松箱 闘叫十二第



け於に(地高の西々北池ケ馬野〉腹山掛鞍 ・裂亀の山掛鞍 闘六十二第

りた裂抱る走に南東りよ西北る



りな袋詰iのi硲遣の中逸 る到に VI}・根箱 りよ所・候訊IJ山根箱 国七十二第

央 1J-1、む訟を Vlj"松箱りよ (地向の西北北の池ケ馬野〉腹山掛鞍岡I¥.・1--二出

りへ沿，.-.線高等は裂抱るえ見に面前て しに?良津山はるえ見に

(りぜ(J:.を裂抱に南東りよ西北はて於に南りよ之)



〔る倒皮五十四約塔力風〉所候 iJlIJ山根箱間九十二第

る倒に方しりあり張の線電他の之線ナテン アのet.き傾の塔力風の所候測111根li1 悶十三倍



潰地大腹山南西山根粕 周一十三第

主、向に西は軸しなを形町f馬面ち落りとの縁上の部浪陥 ・腹山西南山根箱 闘二十三第



りあげ上押に方上川方下の斜傾す第百よ東起隆クツ ラト dルー モ問根箱代田 園三十三第

る述に匹束は l母方(クツラト、ルーモ )路鼠上謂所間山間保箱代間 間四十三第



T 司

きな少掛傾共れな間山、縛鋭汀肱l首j根箱、代同 岡五十二第

ずれちへ守とのものめ伐のり下リズで~::

きな少若干傾共れな間山樟裂行雁き向西東問根箱、1¥:[11 岡六十三第

ずれらへ考はとめ岱のり下りずてに合場



るな角直とれ夫、静裂力張分部るげ跨 、静裂形允電 、地山方北代田 岡八十三銭

線暦断主北南のもるわに方後の人 るせ立直 、博裂力座は



藷陥側束り潟水め銭の落陥面回及れ崩崖 ・谷*排方北代田 園九十三第

す勤移へ南 ・ 起陸側西暦断の地 ~ll l h'南 代 田 岡十四第



裂抱近附 山 金 日 根 粕- 圏一十四第

ひ主主喰るょに居留[主るけ於に近附那丹 闘二十四第
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前倒家民の上居断主面前と景全器部洋11:鰹 岡七十四第

潰倒家民 の 上居留f主落部出'Jl:松 岡八ーh叫tJL
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てう出に j皇i~rの線北砕irl-'怠る主l'こ賀名りよ滞)1・4盛那汁 闘ー十五銭

( りよ方南) る見を下沈の糎六j-ti~:1:111 

(路遣の近附:1:111るす位に端東日南地盆〉為市南の地金那丹 圃二十王第

む望を線居留Iの北南るれ走に森の口川央t/.tりよ
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ず生をひ違喰に ~fj~ り却を州委唐断主方北落部貨名那汁 凶七十瓦箔

〈低束、高西〉居断主るけ於に地田方南落部賀名那丹 園八十五第



(りれ下側束、〈 高は側西〉 居留[那丹 闘九十五第

L糎O穴〉ひ達喰の問央中地盆那丹間十大第



ひ蓮喰の路選るよ に居間i主の内地盆那丹 国一十六第

くあ撮りよ方北〉 屠断主る走を南地金那丹 固二十六第



匂:ネ:二ひ蓮喰(f[束 、高西〉ひ達喰居断の問中越乙、 ~lll地盆那丹 圏三十六策

¥1，正-世l、Z2i京)す撮てにさ I司東北 、問t!'邸口川及賀名那丹 園四十六第
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費れ ‘襲、

(低束、高西〉 ず生をひ蓮潰りょに居断、聞の近附落部州那丹 固七十大第

りせ潰倒りょに!資断家民の落部 illl那丹岡八十六第



〈王米一差落〉 潰倒の家民の上層断端南地盆那丹 間九十六第

ひ;ffi~良の遁・畦 るけ於に落部州蹴南地盆那丹 闘十七第



国二十七第

とド町一約幅りな落陥の問谷側西の岳玄南の地盆那丹 園ー十七第

りな尺ニ約差落てしに



¥ . 

ひ 蓮喰の路道るけ於に端i北 の橋浮 閏間十七~



帯 地 j包隆るけ於に城字村見大中国王 + 七 第

帯地浸陥るけ於に減字村見大中間六十七第



Lーの兵) す :äj"1~1tこ岸謝てし越を川 fJ、れ崩山るけ於に保原 闘'じず七第

(二の其〉 れ肪j山るけ於に保原間へ十七第



(へ凶北及ï!4は l何方〉 前例府烏有の嗣 iil1 1 71~ 引背 回十八第

り よ 方 ï~j線li断ミヒの北 ïH るけ於にVi~原 闘九十七策



府同Iゐ走に聞東 ・道l勝る至に跡の姫りよ体原 因二十八第

方上・粧O六橋の築新し裂亀路道てひ沿に線

りよ方東 ・す示をるせ下沈近附てり設に

』 山の問湯の到~保原に鎮の線居断る走に西東 園ー十八第

よ方南 ・態扶るすとんれ崩や今路道れ崩腹

りたれさか脅に震慌時抗忌撮り



け於に上線居留fの西東〉 ひ違ひ喰の防提るけ於に保原郡方回 国三十八第

〈りなのも る

裂抱るけ於に中山プJ・西の湯の姫 回目十八第



の雌

少りよ桂電の央中 ・る見をる たれ磁の屋家の軒

〈す篤りよ方東〉得し跡追を線居断に聞の方右し

るれ走に西東jの遺懸る至に湯の脱りよね、関 岡Jd'へ京

杉山の問中のと湯の~.~保原てひ沿/'こ線層断

〈す潟りよ方南)rのもるた 1・脳の林



潰 倒 の校串小野大 国七十八第

り?とれずに方南東糎0ニ約り よ石牽土は屋ぷ ，.:)"1'平 |副l¥.-1-八第



す寄押に畔河川野ð'J~ i.良津山の山野奥(ー其〉れ j針山山梶 岡九十八~~

(二其) れ崩山山梶 間十九第



中地問てりぎ横を路遣の問のと殿加と 1un・居留rl投加村野狩下 国一十九第

(す潟りよ東南) ろ走にtU北を

む望りよ東上同 ・暦断殿加村野狩下 圃二十九第



れ崩崖の近附岬見魚海熱固三十九倍

(る互に母、町一さ長〉れ崩崖の近附崎黒大間海熱 、原河湯 固四十九策



荘別氏某の Plfi毎熱 園五十九第

河野

償倒脂質前騨海熱 闘六十九第
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(国毒〉特設活安調)料 jlm} 怒 出事 噌 議



(1日附背{:U多本)奨潟ちと flh 駁tJI宮

しペろ見を しち落れhJJみの撰土のj百表 l河古 上地三+'Hこ V~ るす下1止に第次側左の地宅阿古
しベる見を様ろせげ

J書符対'IOJ:

阿古 宅氏郎三地菊るせ]陣移ヘーイ也頃日七十二月一十 悶怠

りせ落陥制左除・
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(闘附告報多本〉巽寄らと地脱 JI~ 富

見図 方仁同と腹山 に後しち落れ崩の壌土め居表見岡

しべろ見をる せLU露の持成7tcるせ暦成I乞向

地 Lり作てめ止き堰を川に貸のりと地 見図
見周
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